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平成２８年度の取組の概要 

学 校 名 大河原町立大河原中学校 主な取組教科 ５教科 

研 究 主 題 
自ら学び，確かな学力を身に付ける生徒の育成 

―家庭学習とのサイクル形成を図る授業づくりを通して― 
研究年次 ３／３年次 

 

１ 本年度の主な学力向上の取組と成果 

学力向上の取組 成 果 評価の根拠 

授業のねらいを明確にし，見通しと振り返りを

持たせるための授業改善 

各種調査において，ねらいが提示されている，

振り返りを行っている，の項目で８０～９０％

の生徒が肯定的な意見であった。 

教科部会の充実により，授業のルールの確認，

統一が進んだ。また，研究だよりの発行により，

職員間での情報の共有に努めた。 

授業とのサイクル形成を図る家庭学習の内容の

提示 

特に予習型の宿題では，次の授業の見通しがつ

き理解度が上がったと感じる生徒が増加した。 

学習意識調査において，宿題が授業の役に立つ

と考える生徒の割合が約８０％まで増加した。 

iPad，Windows タブレット PC，液晶プロジェ

クタ等のＩＣＴ機器を活用した授業実践 

授業の段階に応じて用い，説明の時間短縮や，

動画による説明が手軽にできるようになった。 

教員が授業の様々な場面で取り入れようとし，

生徒も授業での集中力が増してきた。 

週間課題，帰りの会学習，朝学習テスト（数学

オリンピック）の継続実施 

学習を継続して行う習慣を身に付けることと，

基礎的，基本的な内容の定着が見られた。 

学習意識調査において，力がついてきたと考え

る生徒の割合が約８０％まで増加した。 

 

２ 残された課題と今後の方向性 

課題 改善の方向性 

標準学力調査等における平均正答率が県平均，全国平均に差があること 苦手とする領域を中心に，基礎的な内容は引き続き週間課題等で補う。だ

いぶ改善されたが，難易度が上がると諦めてしまう傾向があるので，授業

の中でも類題を取り上げ，挑戦させていきたい。 

家庭学習の時間に対して，携帯・スマホ，ゲーム使用の時間が長い傾向に

あること 

家庭学習の時間は徐々に増加しているが，携帯・スマホ，ゲーム使用の時

間は依然として長い傾向にある。大河原町では「携帯・スマホ９時ルール」

があるので，徹底させていきたい。 

 

◆大河原町立大河原中学校 研究関連 URL：http://www.town.ogawara.miyagi.jp/daichu/ 


